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は  し  が  き

今回ここに集録したのは、前年に引き続き行われた、平成 2年度における福井 。

兵庫両県における湛水土壌中直播栽培の現状並びに平成 3年度から始めた茨城・兵

庫両県農試における湛直散播栽培における水管理に関する試験の結果である。

とくに後者については、近年普及され出した湛直散播栽培では倒伏が問題とされ

ているので、これを防止するための一方法として、播種直後の落水、管理溝の設置、

5～ 6葉期における強度落水等の水管理の改善に関する試験を両農試に依頼して行

ったものである。両試験場における成績が、倒伏防止上効果があるように見受けら

れる点に注目していただければ幸である。

平成 4年 5月

水稲湛水土壌中直播技術研究会

会  長 伊 藤 隆 二
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A 福井・兵庫両県における湛水土壌中直播栽培の現状 (平成 2年度)

I 福井県

1.直播栽培面積 i

第 1表 年次別直播面積
(h(I)

年 次 37 39 40 45 50 58 59 60 61 62 63 ,I:

県 20 25 6 9.4 20.3 19.0 12.5 111 30.3 64.7 68.7

※ S40は、乾田直播

第 2表 近年の農業改良普及所別直播面積
(h(1)

※農業改良普及所調べ

第 3表 平成 2年度直播面積
(hc)

面 積 市  町  村 乾田直播 湛直機械条播 湛 直 バ ラ 播

高志

坂井

奥越

南越

丹生

二州

若狭 13.8

福 6.6

芦 0.5

上 7.6

武 6.5

朝 0.3

敦 0.5

上 0.6

春 2.7

勝 0.8

池 1.0

織 0.2

三 7.5

坂 6.5

南 4.2

清 6.0

美 3.4

小 0.6 上 5.6 大 7.6

2.7

0.3

春 27

秋 0.3

6.9

6.5

8.1

7.5

6.2

10.5

12.4

イ セ キ

ク ボ タ

ヤンマー

イ セ キ
ク ボ タ

イ セ キ

イ セ キ

イ セ キ

0.3

0.5

0.3

4.2

0.3

0.6

1.4

福 0.3

坂 0.5

上 03

南 4.2

朝 0.3

三 0.3

美 0.3

小 0.6

上 0.3

大 0.5

コシヒカリ

コシヒカリ

コシヒカリ

コシヒカリ

キヌヒカリ

コシヒカリ

コシヒカリ

キヌヒカリ

キヌヒカリ

キヌヒカリ

言十 68.7 3.0 58.1 7.6 コシ 5.9 キヌ 1.7

年  次 58 59 60 61 62 63 フI:

県

高  志

坂  井

奥  越

南  越

丹  生

二  州

若  狭

9.4

1.7

1.3

3.0

0.8

12

0

1.4

20.3

1.1

7.0

3.6

1.0

1.8

1.6

4.2

12 5

02

0.3

2.8

0

0

2.6

6.6

111

0.2

0

4.2

1.1

0.2

0

5.4

30.3

2.2

2.0

6.4

7.0

2.1

2.0

10.3

64.7

5.3

7.7

8.5

13.5

4.6

9.5

156

68.7

7.2

9,7

8.4

11.7

6.5

11.4

13.8

t
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1.0

3.4

2.0

1.6

2.0

1.4

7.6

7.2

9.7

8.4
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11.4



2.平成 2年度の栽培概要

(1)栽培経過

1)5月 の気象

5月 2～ 4半旬にかけて好天が続いた。とくに10日 ～14日 にかけて平均気温が

4℃～ 5℃ も高く出芽苗立率を高めた。

2)圃場準備

直播圃場の最適条件として、土性が砂壌土～壌土の乾田～半湿田で用排水の便

が良く暗渠が敷設してあることが望ましい。 しかし、大部分は重粘質強グライ土

壌が多く耕盤までが20～ 27cmと深い。また、耕盤の凸凹や傾斜地もみられ、排水

不良、均平作業、湧水、切土盛土の地カムラ、高低差等決して直播特性に合った

場所とはいえない。

均平作業の良否や代かき程度によリスズメノテッポウ、稲株の露出が見られた。

坂井では、晩秋から初春にかけて均平作業がされ酸化状態維持のため代かき作

業直前まで畑状態を保った。

3)播  種

播種作業は、 5月 1日 から始まり5月 10日 から12日 頃がピークであった。圃場

の硬さはゴルフボール lm落下の露出高きは、±0～ -3 cm程度が多く柔らかめ

だった。昨年の落下深+2～ 3 cmで は硬めのため無覆土が多いためである。播種

量は、10a3.0～ 3.7k9、 平均 3.5k9だ が、設定値と実際値に圃場間差があった。

播種粒数は、m間35～ 40粒が多い。カルパー剤は旧来のカルパー35剤の 1:1が

主体で新16剤は一部で使用された。

粉衣法は十分であるが、カルパーが十分に乾燥しない半乾燥の状態で播種され

ブリッジ現象で落下されなかったケースがある。播種深度は、 l cm程度が多いが

播種機の差もあり 1.2 cm以上の深播きは出芽率が悪かった。

圃場の硬さは±0程度が良く、指でなぞってしばらく跡がつくのが望ましいが、

柔らかく直ぐに戻る圃場が多かった。

播種時間は10a約 30分である。

代かき程度、播種までの日数、播種に際しての落水時期 (前 日夜)、 播種機の

決定が重要である。

ヽ
_ヽ
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4)出  芽

播種時の気温が高く出芽率、出芽勢は平成より相当高い、出芽率は65～ 90%平

均80%、 苗立率は45～ 80%平均70%である。しかし、重粘質強グライ土では、概

して出芽率、出芽勢、苗立率が低い。この原因は、播種時の 1.2 cm以上の深播き

とネリ過ぎが主因である。 (5月 11日 の同日播種 5月 25日調査で坂井の葉齢 2.0

L草丈 7 cmに対し、重粘質強グライ土は、出芽中で草丈 0.5 cm程度)

苗立率が低い場所は旋回枕地部、重粘質の湛水下、耕深20cm以上に多いようで

ある。 しかし、出芽時の浅水管理で出芽率、苗立率が相当向上 した圃場もある。

重粘質上の暗渠敷設圃場では、出芽まで暗渠水甲を解放することが必要である。

一方、重粘質強グライ上では機械播種から散播法を検討したい。

5)芽干し、夜干し

芽干し、夜干しの徹底が出芽率、苗立率に大きく関与する。湛水を続けたため、

コエカワ、アオミドロが発生 した処置に困った圃場もあった。 しかし、芽干 し、

夜干しにより、初期除草剤の除草効果が中断されることになり今後の課題である。

6)カ モ害、キリウジ害

カモ害対策として、蛍光糸を50～ 100 cm高 さに周囲張りした所が多い。高志で

は出芽から2葉齢にかけカモの食害や踏み害が多くみられた。また、本事業以外

の小面積圃場で全滅したものもある。対策として完全なものはないが、集団栽培、

人家付近、蛍光糸、黒ビニール等が効果的である。

キリウジガガンボの幼虫による出芽苗の幼根食害が南越 (二筆)で見られバサ

ジット粒で対応した。特に秋耕田に発生が多い。

7)除  草

除草体系はサンバード、プッシュが主体だがプッシュの処理時期が遅れるため、

ヒエ、ホタルイ等の発生が多くなる。

坂井、大飯、三方でヒエ、大野でホタルイが多かったがグラスゴン粒、グラス

ゴン水、バサグラン粒で処理できた。

8)本田生育

播種から気象条件が良かったため、発芽苗立は良好で初期生育が旺盛であった。

5・ 6月 高温多照で経過したため生育ステージが早まり、地力窒素の無機化量

,

ヽ_
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は平年より早く発現し、後半の茎数増加は緩慢となった。

9)倒  伏

倒伏の時期及び原因は、 9月 12～ 20日 にかけての秋雨前線と台風19号による強

雨であるが、倒伏時期は遅く程度も軽かった。一般的に刈取時の稗長92cm以下は

無倒伏 。95cm程度は半倒伏 。98cm以上は倒伏が多かった。

99月 中旬の長雨 (平年対比 221%)に より、倒伏田 。褐変籾に発芽粒が多くみ

られ品質が低下した。

10)病 害 虫

播種から出芽時に一部地域でキリウジ・カラスの被害・イネミズゾウムシの多  、t
発がみられたが、被害は少なかった。

昨年多発した葉いもち 。穂いもちが徹底され被害は少なかった。

11)収  量

出穂前の稲体生育は旺盛で、穂肥が適期に適量施肥されたことから一穂糎数は

増加した。また登熟期間の気象条件は、高温多照に経過し、日射量が平年を上回

り登熟歩合が向上 した。

初期の目標収量が得られたことは、気象に適した地域での技術指導 。栽培技術

が確立 したものと思われる。

-4-
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第 4表 平成 2年度の気象概況と稲生育への影響

月

平

年

比

気 温

降水量

日 照

やや高 (+05℃ )

やや少 (89%)
並  (lol%)

やや高 (+0.4℃ )

並  (99%)

やや多 (110%)

かなり高 (+1.9℃ )

並  (98%)

多  (120%)
|

|

|

|

言己

事

月

項

降水量 2535籠遺 日′員煮、1254h

平年比

特 福

井

地

方

気

象

台

下旬 多照

霜注意報 4/619 23 30
+1.4℃

+19℃

+2.5℃

+17℃

梅雨期間の気象

3/9 暖候期予報

夏にエルニーニョ現象

4/1 桜満開 (観測史上最も

早い 平年 4/11)

5/10最高気温 29.3・C

5/10～ 13夏 日続く

5/27～ 30夏 日続く

乾燥注意報

高温 多照
6/11初めての夏日(306・C)

6/9 瞬間最大風速 27.4m

6/15梅雨入り

(平成 6/9 前年 6/1‐ ｀

6/21 23 24真 夏日 _ヽ4/1～ 14 高温

4/15～ 24低温少照

4/28夏 日

4/29ア ラレ。ヒョウ害

平均気温高い

(観測史上 3位・平年比)

下 旬

上  旬

中 旬

91%   107%

稲

　

の
　

生

　

育

5/04～ 5/16播種

t

高温多照で生育ステージ早ま

る
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第 4表 平成 2年度の気象概況と稲生育への影況

月

平

年

比

気 温

降水量

日 照

やや高 (+1.0℃ )

少  (89%)
やや多 (109%)

かなり高 (+1.6°C)

かなり少 (45%)

かなり多 (133%)

やや高 (+1.0℃ )

並  (109%)
やや少 (86%)

特 福

井

記 地

方

事 気

象

項 台

高温 多照
7/17 18 熱帯夜

7/12フ エーン風 。観測最大

(323℃  18.4m)

7/20梅雨明け

(平成 7/20前年 7/15)

7/28よ り安定夏型続 く 最  高

35 6

34_2

33.0

月

平均気温 23.4(1.4℃ )

26.8(0.4℃ )

18.3(2.1℃ )

日照時間 22h  ( 472イ )

203m(221%)

月

月

上 旬

中 旬

下 旬

平均気温高い (平年比)

8/21

28.28/22

9月 中旬の気象

平均気温高い (平年比)

+02℃

+2.2℃

+0.8℃

+10℃ +0.9℃

+1.4℃

+1.4℃

+2.2℃

+1.1℃

+17℃

+20℃

+16℃

中旬以降 長雨
9/12～ 19秋雨前線停滞

9/20台風19号 慕風雨

高温 多照 千天
8/16今夏最高 359℃

8月 の酷暑日 4日 間
7.5m 平年比 8%

8/21～ 23フ エーン風

台風14号 南風強し

最 抵   最高気温
248   最低気温

28.0  降 水 量上  旬

中 旬

下 旬

平年気温高い

(観測史上 4位・平年比)
上  旬

中 旬

7/27よ り8/9ま で無降雨    下 旬

稲

　

の
　

生

　

育

幼穂形成期 3～ 4日早まる   出穂期 5～ 6日早まる 成熟期 5～ 6日早まる

`無降雨 。高温・ フエーン風

・稲体消耗

・根の活力低下

・水管理の徹底

・倒伏田に穂発芽多発

-7-
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△

□
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一　

一　
一

一
　

一
　

二

年

年

年

年

２

元

６３

平

△

t

10

出 穂 期

16     21      26     31

第 1図 出穂前15日 一出穂後25日 の計40日 間の日射量

第 6表 登熟期間の気象条件 (福井気象台)

第 7表 出穂前後の日射量 mj/」 (福井気象台)

t

年  度
平均気温

℃

最高気温

℃

最低気温

℃

降 水 量

mm

目照時間

/目

日 射 量

mi/1rF/日

S 63

H 元

H 2

前年比

23 7

23.6

25.9

109

28.0

27.8

30 5

109

20.5

20.1

22.0

109

5_4

12.8

6.8

53

4.9

4.7

6.4

136

13.3

12.4

14.2

115

年 度
出  穂  前 出  穂  後

36-26日 25-16 15-1 0-9日 10-19 20-29 30-成熟 計

H 2

H 元

平 年

平年比

133.3

131.3

143.0

93

173.3

212.6

177.4

97

303_8

251.5

282.0

107

155.4

162.7

174.1

89

185.3

118. 1

162.6

114

144.2

108.5

144.8

100

125.2

229_2

246.4

51

-9-一

610. 1

618.5

727.9

84



2)優良事例

坂井町御油 田 美浜町興道寺 南 条 町鋳 物 師

面

カ

代

播

播

)l/ / \o

種

積

き

種

か

種

コシヒカリ

30a湿 田
カルパー16(1:2)5/10
5/12
動散 K式 専用筒 5/12+lh
3.O k9/10a

コンヒカ リ

25a半 湿田
カルパーA(1:3)5/3
5/4
動散 専用筒 5/4直 後
3.O k9/10a

コシヒカリ

30a砂 質乾田
カルパーA(1:3)5/14
5/15
動散 K式 専用筒 +10h5/15
3 2k9′ 10a

施肥量Nkg/10a

基    肥
追    月巴
穂    肥

言十

21k
17k
151、

2.2k

=2k
9.7k

5/上

6/5
7 /25

8/1

8/8

14k
14k
l.8k

2.2k

16k
8.4k

5/4
6/3
7/22

7 /29

8/4

20k
2.Ok

l.5k

2.2k

5/4
6′ 6

7/27

8/1

除 草 ブッシュ粒 5/25 アッシュ粒 5/20 プ ノシユ粒 5/22

MCP粒 7/9
成熟期調査

絆  長 cm
穂  長 cm
穂 数 本 /J
倒 伏 程 度

収量 k9′ 10a

倒伏田
散 播
92 9

192

376

2_0

532屑

五木条播

92 7

184
372

35
521

移植慣行

91.3

19.9

519

40
543

84 1

18.7

485

4.0

565

818
18.3

376

32
575屑 15

収量構成要素

穂 数 本 /ぱ

1穂 籾 数
登熟歩合 %
千 粒 重 g

376

81.4

87.5

23 8

372

73.3

87.2

23 5

519

75 3

65.2

21.3

485

60 8

91.1

23.0

376

72.4

87 7

22.9

生育ステージ

苗 立 数 /ピ

最高茎数 ご
幼穂形成期

出 穂  期
成  熟  期

72  5 /16

640  7 /5

7′ 18

8/10
9/21

132  5 /24

868  6 /21

7/18

8/11

9/22

76  6 /6

539  7 /6

7 /22

8/13

9 /23

節 間 長 cm

1

2

3

4

5

40 0

21.0

15.7

11.4

5.7

セリタード粒 7/1

葉 身 長 cm

1

2

3

25.7

38 4

45.7

平成 3年 2月  専技室

しヽ

ヒ
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1.ス マレクト処理の成熟期の特徴について (観察)

0処理区の団体間差が大きい。

・穂首節から止葉間が短縮される。 (処理区 2～ 5 cm 無処理区 7～ 8 cm)

0稗長が無処理より7～ 10cm程度短縮される。

・・処理区の葉色が濃い。

。1穂着粒間隔が密になる。

・ 1穂粒数・枝梗数の差がない。

・倒伏指数 1～ 2程軽減。

0砂質日では効果が劣ったり生育ムラ出やすい。

・ 1～ 3節短縮し4節強稗。

2.処理の留意点

0出穂前 15～ 10日 に 2～ 3k9/10a処理。

・上位第 3葉身長が42cm以上の時処理検討。

・湛水状態で処理し重複を避ける。

・散布後 5日 間は、落水やかけ流しをしない。

・ 砂壌上では 2k9/10a散布とする。

3.平成 3年度の計画

1)低 コス ト稲作システム確立事業基本方針 (案 )

第 1 趣 旨

本県はコシヒカリを中心とした良質米生産県として高い評価を得てきたが、

自主流通米に入札取引が導入され、福井米を有利に販売するためには需要に見

合った生産と品質の一層の向上が重要となっている。

また、兼業農家の増加等、ぜい弱化する生産構造に対処するためには、省力

的な低コス ト稲作体系の確立が急務である。

このため、低コス ト稲作システム確立事業を推進し、早、中、晩の作付比率

の適正化と低コス ト稲作技術体系の確立を図る。

第 2 方 針

第 1の要旨に基づいて、黒、市町村、農業関係機関が一体となり、農家の積
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極的な参加のもとに、以下の事項について推進する。

1.推進目標

(1)生産コス トの低減 (60k9当 たり生産費50%低減、10a当たり労働時間は

20時間以内)

(2)単収の向上 (10a当 たり550～ 570k9)

(3)直播実践農家の育成と経営における定着推進

(4)地域に適合した技術体系の確立 (品種、栽培法他)

第 3 実 践

1.低 コス ト稲作システム確立事業の推進

(1)県下 7普及所管内において、地域に適合した湛水土壌直播技術を組立る

ため圃場条件等を勘案 して、農家の積極的な取組みのもとに、品種、播種

法等課題を解決するファームを設置する。

(2)県は、「低コス ト稲作システム確立事業推進協議会」を設置し、地域間

の課題調整、技術や経営マニュアルの策定及び地域の課題解決に対する援

助を行う。

(3)各地域において、農業改良普及所、市町村、農業協同組合、地域 リーダ

ー、直播実施農家等で「地区低コスト稲作推進協議会」を編成し、事業計

画の協議、運営指導を行う。

(4)そ の他事業実施要領に基づいて実施する。

2.関連事業

本事業は、稲作生育診断予測事業、高度輪作農法実践事業の他、関係市町

村、農業協同組合の事業を有効に活用して指導する。

第 4そ の 他

本事業の推進は、この基本方針に定めるもののほか、この対策の推進に関し

て必要な事項については、農林水産部長が別に定める。

附 則  この基本方針は、平成 3年 4月 1日 より適用する。

-13-
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2)平成 3年度湛水土壌中直播栽培指針

(1)機械条播

1.圃場選定 。秋耕 し

・ 直播予定圃場は、砂壌土～壌土の乾田～半湿田で均平度が良く、耕盤が一定

で用排水の便が良く、暗渠敷設済の圃場が望ましい。

・重粘質強グライ土で耕盤が深すぎたり (25cm以上)耕盤の不安定な圃場は、

均平性や機械走行性・播種位置の確保・水管理等が困難になり出芽ムラにな

ったり出芽苗立歩合が低下する。

・秋耕しは、均平作業と生ワラ対策のため早期に実施し、献立等により排水を ヽ
図り翌春まで土壌の酸化に努める。

2.種子予措

・ 塩水選 (ウ ルチ比重 1.13水 10Lに 食塩 2.l k9又は硫安 2.8k9 塩水選後水

洗)、 種子消毒 (ベ ンレートTO.5%粉衣)を必ず実施する。

・ 種子は枝梗亡を除去 しておき、必要量の 1.5倍程度準備する。

3.浸  種

・ 冷水で吸水させ、芽を鳩胸程度とする。 (加温吸水はしない。)日平均水温

の積算値80°Cを目安とする。

4.カ ルパー粉衣

0種子の水きりを十分に行い、カルパー16剤で乾燥重量の 2倍量 (1:2)粉

衣 した後、風通 しの良い所でムシロ等で陰干しする (直射日光、雨厳禁)。
  _ヽ

同時にタチガレエース粉を種子重量の 3.0%粉衣する。

0カ ルパー粉衣は播種の前日に処理し、乾いてから3日以内に播種する。

5.圃場準備

0代かき日は、播種までの日数を考えて作業する。 (乾田砂壌± 3～ 5日・湿

田埴壌± 4～ 6日 )

・深水での代かきは、奏雑物が浮いたり均平作業が困難なので浅水で作業する。

練り過ぎないようするが、一方粗雑な作業はスズメノテッポウや稲株が露出

するので注意する。
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6.播  種

播種日

播種量

・ 日平均気温が15℃以上になってからとする。

010a当 たり乾籾 3.0～ 3.5k9を播種し、苗立本数は70～ 10o本/ぶ

(20～ 30本 /m)を確保する。

・播種前日夜または当日早朝に落水し1～ 2 cmの走り水で播種する。

・手の指でなぞって、しばらく指の跡が残る程度としてゴルフボー

ル lm落下深± O cm、 下げ振り深 10cmと する。

・ 播種深度は l cm程度とし1.2 cm以上の深播きにならないようにす

る。

・播種後 2～ 3時間後から徐々に入水する。

落 水

さ

入  水

7.除  草

・ 播種前処理は行わない。

・ 播種後10日 以降 (代かき後14日以内)に「プッシュ粒」 (稲出芽揃い後～ノ

ビエ 2.0葉期まで)を 3～ 4k9散布する。

・ 代かき後播種までの日数が長く「ブッシュ粒」散布までにヒエが 1.5Lを越

える予想される場合は、「サンバード粒」を播種直後から播種後 3日以内に

散布する。

・ 除草効果および出芽保温のため、 5日 間は湛水する。

・ 除草体系は草種により、一発剤 。SM剤・バサグラン剤 。MCP粒 等を組み

合わせる。

8.水 管 理

・ 田面が露出しない程度の水管理とする。

・ 播種後 1週間して出芽し始めたら、浅水管理とし夜は完全落水して夜千 しを

数回実施する。日中は努めて浅水管理とするが、晴天時に極端に芽干しする

と強風・乾燥・スズメ等の被害の恐れがあるので、風のない曇り空に実施す

る。

・重粘質の暗渠敷設園場は、出芽から苗立まで水甲を解放し水管理を容易にす

る。

・ 出芽苗立時に常時湛水を続けると、アオミドロ。表土剥離を起こすので注意

-15-
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する。

9.カ モ・カラス

・ 直播圃場は、人家の近くに設置することや集団地することが望ましい。播種

後、圃場の周囲に蛍光糸 (水糸)を 50～ 100 cm高 さに周囲張りする。鳥害回

避の完全な対策は無いが黒ビニール、風車、爆音器等が効果的である。

10.病害虫防除

・ キリウジガガンボ

幼虫が、出芽苗の幼根を食害するので生育不良、ころび苗になる。発生は

中山間地、秋耕し田、有機物過多田の畦畔周辺に多い。防除は浅水にして、

「バサジット粒」を 3～ 4k9/10aを全面あるいは発生多部にスポット処

理する。

・ イネミズゾウムシ

直播では被害が多いので、 1濫 当たり成虫数 3頭を越えたら「シクロサー

ルU粒」等を 1.5 kg/10a本田防除をする。

・ イネハモグリバエ

深水にして葉が水面についている場合に、産卵が多くなり多発生する。白

い トンネル状の食害が出始めたら若齢幼虫を対象に「スミチオン粉」等を

3k9/10a散布する。

・ いもち病

「葉いもち」は、 6月 中旬に「オリゼメート粒」または「コラトップ粒」

等を予防的に必ず 3k9/10a散布する。「穂いもち」については、移植栽

培に準ずる。

・ イネツトムシ

第第 2世代幼虫 (7月 下～ 8月 中)の被害が多い。葉先が巻きだす頃に「デ

ィプレックス粉」または「パダン粉」を4k9/10a散布する。

11.施  肥
。基肥 N量は、移植の 1/2～ 1/3程度に減肥し、 3～ 5葉期に減肥分を追肥

する。

0穂肥 移植栽培に比べ、出穂期が10日前後遅れるので注意する。
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早生は 2回、中晩生は 3回施肥し実肥は施用しない。

12.中 千 し

0有効茎数が 450～ 500本 /ピ になったら中干しを開始する。中干し以後は間

断通水とする。

13_倒伏防止対策

・生育ステージ・生育量を考慮して、セリタード粒 (-30～ 40日 処理)ま たは

スマレクト粒 (-10～ 15日 処理)をする。

14.落水・刈取り

。早期の落水は、登熟・品質・食味を悪くするので注意する。

・適期刈取りに努め、キヌヒカリは穂発芽 し易いので気象状況を把握し刈遅れ

無いように注意する。

(2)散  播

利 点  ・ 表面散播のため浅播となり出芽苗立率を向上する。

・ 動散で播種でき超省力 (30a約 20分 )で ある。

・代かきから除草剤散布期間が短いので、除草効果が高い。

欠 点  ・播種深度が浅く倒伏 しやすい。

・ 分けつし易く、過剰生育になり易い。

・ 播種ムラが出やすい。

留意点  ・ 圃場の均平化

・ 播種密度・播種量の均一

・ 湧切本数の確保

0早期中干し・倒伏防止対策

・畦畔からの入漏水対策

1.カ ルパー粉衣

・ カルパー16(乾糎 1:カ ルパー 2)で前日に粉衣する。同時にタチガレエー

ース粉を種子重量の 3.0%粉衣する。

2.播  種
0日平均気温15℃ になってから播種する。

・ 浅水で代かき後落水し、泥がほぼ沈下してから直後～ 4時間以内に播種する。

-17-
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・ 播種深度は 0.5～ l cm程度とする。

・ 播種量は10a当たり 3.0～ 3.5k9と し、苗立数は70～ 100本 /ピ を目標とす

る。

・ 半湿田・湿田では、播種深度が深 くなりやすいので代かきか らの播種時間に

注意する。

30a圃場に動散で播種する留意点

e背負式動散に直管専用噴頭を使用する。 (肥料・除草剤噴頭は、コーティ

ング籾を破損する。 )

・動散のェンジン回転数やシャッター開度 。歩行速度を調整する。

・ 噴頭を斜め上にして約 15～ 17m幅で均一に散布する。圃場面積を 1/2に 分

割し、往復で播種する。

・ 歩行する畦際は播種量が少ないので、予め補正散布用として全体の約 2割

を確保 し最後に補正散布する。

・ 土壌条件や代かき後の時間で播種深度が異なるので、事前に検討する。

・ 播種後入水するが、種子とヘ ドロを落ちつかせ浮苗防止のため約 3時間～

24時間後に入水し浅水管理する。なお、降雨が予想されるときは早めに入

水する。
動 散 播 種 法

i00m

15m

15■

3.除  草

・播種後 7日頃に「ブッシュ粒」 (稲出芽揃い後～ノビエ 2.0葉期まで)を 3

～.4k9散布する。

4.水 管 理

・ 田面が露出しない程度の水管理とする。

-18-

ヽ

ヒ



`ヽ

・播種後 4～ 5日頃に 5m間隔で簡単な溝切りをし、作業管理を容易にする。

・ 中干しは、茎数 450～ 500本 /ピ になったら開始する。中千し以後は間断通

水する。

5,その他管理

・機械条播に準ずる。

(補足説明):尾島専技

1)実施面積について

昭和63年度から3年間、県単事業としてコシヒカリの作付増加を目的に、作期の

調整と作業の集中化の緩和を図るため直播栽培を導入した。直播栽培を低コス ト稲

作の最終日標と考え、「低コスト稲作実践ファーム事業」として、県下 7普及所に

おける地区推進事業を補助する形で実施した。

県単事業ではコシヒカリの機械播を行い、実施圃場は必ずしも直播適地ばかりで

はなかったが、計画どおりの面積で実施された。南条町では町単事業として大規模

農家で動噴による散播の導入を試行している。散播は全直播面積の約10%にあたる

7 hcと なっている。

2)平成 2年度の栽培経過について

播種深度が一定になり難く、田面の均平を良くして播種深度を一定にするよう指

導している。苗立率は昨年度は65%、 本年度は70%で、より向上安定させたい。い

播種様式は基本的には条播 (機械播)と しているが、重粘土水田では散播にした

ほうが良いところもある。

カモ害は、九頭竜川に近いところもあるが全般にたいしたことはない。水糸を張

るのが或程度効果があり安価である。鳥の被害対策が必要である。前作の大麦の中

にカモが巣作りをしていた例がある。

芽干 しと初期除草剤の効果、散播での除草剤処理時期と薬害の関係等を明かにし、

初期の残草を無くし、後発雑草を抑える除草体系を確立する必要がある。グラスゴ

ンに代わる薬剤が欲 しい。

収量はコシヒカリで10a当たり450～ 550k9、 平均 500k9で、事業を実施した 3

年の中で最高であった。
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3)平成 3年度の計画

3年間実施してきた「低コス ト稲作実践ファーム事業」を通じて得られた経験と

技術に対する自信を生かすため、平成 3年度より「低コス ト稲作システム確立事業」

を実施する。各地区に「低コス ト稲作推進協議会」を置き、各普及所管内に l ha程

度の団地を設けて実施する。使用品種、播種様式は特に規定しない。

栽培指針に関しては、除草法は、ブッシュ粒剤の効果を安定させる処理時期とノ

ビエの葉齢との関係からみて、播種後10日 以内にブッシュ粒剤を散布し、その後に

エスドラム等の移植用の除草剤を使用する体系処理が良いと考えている。

教播は背負式動噴に播種用の噴頭をつけて行う。

4,こ んこの方向

今後の直播の推進については、現地で重ねてきた努力を生かし、徹底した指導と

農家の実践意欲を基本に、出芽苗立と除草を一層安定にし、移植並の安定した収量

が得られる技術を確立するようにしたい。

Ⅱ 兵庫県

1.県内の実施状況

最近の 2～ 3年は30～ 40haで推移 している。1990年 における湛水直播栽培の実施

状況は以下のようであった。

主 要 普 及 地 帯 の 概 要

地  域
(面 積 )

導入農家の就業

。経営形態

土壌条件

水利条件
栽培品種 播種方法

三 本 市

(4.O ha)

農家数 6 集団
水稲単作、二種兼

沖積・壌質土壌

パイフ
°
灌がい

金 南 風
山 田 錦

条播

一部散播

豊 岡 市

(7.4 ha)

農家数 11 個別
水稲単作、農協受託

沖積・壌質土壌

パイフ
°
灌がい

コシヒカリ

兵 庫 北 錦

散播

条播

五 色 町

(4.l hα )

農家数 12 個別
酪農、冬野菜の複合

沖積・壌質土壌

洪積・粘質土壌

パイフ
°
灌がい

日 本 晴
金 南 風
中生新千本

条 播

加 西 市

(15.4 ha)

農家数 39 個別
輪作、単作、集団

沖積・壌質土壌

ため池灌がい

金 南 風
日 本 晴

散 播

その他に、三田、出石、上郡、相生、柏原などで 1.2 hcが試作されている。

ヽ
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加西市福住西町における調査結果

1.栽培の概要

圃  場 :沖積 。壌土

作付品種 :金南風

播  種 :6月 2日

播 種 量 :乾籾 2.5～ 3.O kg/10a(カ ルバー16を乾籾の 2倍量粉衣)

播 種 法 :背負い式動力散布機 +種子散布用噴頭

圃場畦畔から散布 (2回以上畦畔を回って散布)

施 肥 法 :乾燥牛ふん (2～ 3年 ごとに施用、 2～ 3t/10a)

本年は圃場番号 1、 2、 4に 2t/10a施用

元肥 (代かき時、播種後表層)0～ 3 Nk9/10a

追肥 (播種後40日 )     0～ 2 Nk9/10a 施肥はいずれも

追肥 (播種後50日 )     0～ 2 Nk9/10a 動力散布機使用

穂肥 (出穂前20日 )     2～ 3 Nkg/10a

除 草 法 :プ ッシュ粒剤17(圃場番号 1、 2、 3、 4、 5)、 ウルフ粒剤17(圃場番

号 6)3k9/10a、 播種後10日 、動力散布機

病害虫防除 :RCヘ リによる

水 管 理 :播種時 強制落水せず

初 期 湛水

中 期 湛水および間断灌水

中干し 7月 15日 ～20日

後 期 湛水および間断灌水

2.作業方法

溝切り折衷直播区 (圃場番号 1)

5/27              5/27               6/2               6ノ 2

普通ロータリー 自家製作溝機

t

-21-

耕起・砕土 作  溝 播  種 入  水



湛水直播栽培・散播 (圃場番号 2、 3、 4、 5、 6)

5/27               6/2               6/2 6/2

耕起・砕土 入  水 代 か き 播   種

3.

普通ロータリー

結果および考察

(1)播種作業

播種量は、ポ当たり出芽数80を 目標にして、乾籾で10a当 たり 2.5k9を、圃

場の畦畔から散布した。散布に当たっては、背負い式の動力散布機にカルパー

粉衣籾散布用の噴頭をセットし、噴出量を少なくし、畦畔を 2～ 3周回って散

布した。散布に要 した時間は、30aの圃場で約20分、10aでは 7～ 8分で、部

分的に散布ムラが見られたが、播種量が少ない割には、ほぼ均一に散布できた

と思われた。

播種時の代かき水は、自然落水のみで、強制的な落水はしなかった。

(2)生育 。収量調査

a)出芽の程度

湛水状態で播種したため、浮き苗やころび苗が目立ち、出芽数は、当初の予

定の80本を確保できなかった。そのため、追い播きした圃場もあった (圃場番

号 2、 3:以下括弧内の数字は圃場番号を示す)。

b)生育状況

7～ 8月 は、高温多照の気象条件で、稲の生育は順調であった。 しかし、 9

月12日 の強い雨で倒伏が始まり、 9月 18日 の台風19号によってほとんどの圃場

で倒伏が発生した。 しかしながら、倒伏の程度は圃場により異なり、多 (2、 3)

～少 (4)と 違いが見られた。また、同一圃場内でも生育程度や紋枯病の発生程

度によって異なった。

c)収量構成要素および収量

収量は、38k9/a(5)～ 50k9/a(4)で あった。

収量構成要素のうち収量に最も影響したのは登熟歩合で、倒伏程度と紋枯病

発生の多少により、60%(6)～ 90%(4)と 大きな差が見られた。

穂数については、各圃場ともぽ当たり320本以上で、最高茎数、有効茎歩合
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は調査できなかったが、有効穂数としては十分であると考えられた。また、320

本以上の穂数を確保するための苗立ち数は、ポ当たり23～ 35本 と、圃場によっ

て12本の差があったが、分げつ数の多少で調整された。このことから考えると、

ピ当たり320本の穂数を確保するための出芽数は、ピ当たり30本程度で十分で

あり、さらに、播種量も、出芽率が90%程度であれば、10a当 たり1.O k9程度

で十分であることになる。

1穂籾数は、各圃場の施肥法によって差が見られたものと思われるが、 2～

3年ごとに堆きゅう肥を施用するなどで「土づくり」がなされている圃場では、

本調査結果のように85粒程度確保できると考えられる。

千粒重にはほとんど差が認められなかった。

4.調査結果の具体的数字

第 1表 調査圃場ことの生育および障害程度

圃場

番号

株 数

株/ピ

穂 数
本/ご

株当穂数

本 /株

得 長 穂  長 全 重
k9/a

籾 重
k9/a

籾 /藁 倒伏程度

0-5
紋枯病

0-5

1

2

3

4

5

6

31

28

35

29

23

17

335

325

361

323

320

319

10.9

11.6

10.3

11.1

13.9

188

76

76

84

79

78

69

19.9

183

19.1

18.4

19.5

19.1

133

129

146

132

122

99

63.2

57.2

63.4

62 2

55 1

46.0

0.91

0.80

0.77

0 89

0.82

0 87

4

4

2

3

0

2

.う

2

2

2

l

t

注)株数は、刈り取り区で 1粒から出芽 。生育したと思われる株数を数えた。

穂数は収量調査分の茎数から算出した。

第 2表 調査圃場ごとの収量構成要素および収量
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圃場

番号

粗玄米重

k9/a

精玄米重

k9/a
屑米重

k9/a

穂 数
本 /1lf

1穂籾数

粒

ピ当籾数

x100

登熟歩合

%
千粒重

9

理論収量

k9/a

検査

等級

1

2

3

4

5

6

52.2

47.0

515

517

45 3

38.1

44.3

40.3

45 9

50.0

37 9

30.8

7.9

6.7

56

1.7

74

7.3

335

325

361

323

320

319

89

79

82

82

86

89

298

254

296

265

275

284

63

67

71

89

64

60

21.8

21.8

21.8

22.0

21.7

21.9

40.8

37.5

45.9

51.9

38.1

36 8

2下

2上

2中

2上

2上

2上

注)検査等級は兵庫食糧事務所社支所調べ。



5.総合考察および反省点

本年の加西市福住における湛水直播栽培の結果から、次にあげるいくつかの間

題点が指摘され、それぞれの解決策について検討した。

●播種散布密度にばらつきが多かった。

◇播種作業をていねいに行う必要がある。畦畔からの散布では、少なくとも圃場

を 3周以上回って散布するようにする。

0浮き苗の発生が多かった。

◇本年は、代かき後、強制的に落水せずに散布したため、コーティング種子が土

壌に埋設されず表面で浮遊したため浮き苗が多発した。播種時には代かき水を

落水させる必要がある。

●アオ ミドロが多発 した。

◇本年は、播種後の 6月 に高温になり、元肥の表層施用で水田水の窒素濃度が高

くなり、アオミドロが多発した。元肥を全層施用にすることと、除草剤の適期

処理が指摘される。

●倒伏が多発した。

◇ 3回の台風の襲来と9月 中旬からの長雨という気象条件に加え、湛水での散布

であるため播種深度が浅かったこと、中干しが不十分でしかも中千し後の湛水

量が多かったこと、過剰分けつで過繁茂となり、軟弱茎であったことなどが原

因であると考えられた。これは、落水後に播種すること、出芽後の早い時期に。

一度中干しすること、中千し後は間断灌水や浅水で管理することなど水管理の

改善と、過剰分げつを抑制するための施肥法の見直しとして、今後、検討する

必要が指摘された。

3.三田市における調査結果

1.栽培の概要

圃  場 :洪積・埴壌土

作付品種 :あ じまる

播  種 :5月 24日 (散播)、 5月 26日 (条播 )

播 種 量 :乾籾 25k9/10a(散 播)、 2.8k9/10a(条播)、 カルパー16を乾
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籾の 2倍量粉衣

播 種 法 :(散播)背負式動力散布機 +種子散布用噴頭

圃場畦畔から散布 (2回以上畦畔を回って散布)

(条播)ヤ ンマー乗用播種機

施 月巴法 :元肥 (代かき時)  2 Nk9/10a

穂1巴 (8月 2日 )  l Nk9/10a

穂肥 (8月 12日 ) l Nk9/10a

除 草 法 :ブ ッシュ粒剤 17、 3k9/10a、 播種後 7日 、動力散布機

水 管 理 :播種時 落水、播種翌日に入水

初 期 湛水

中 期 湛水および間断灌水

中干し 7月 中～下旬

後 期 間断灌水～湛水

2.結果および考察

(1)播種作業

播種量は、ゴ当たり80粒を目標に、乾糠 2.5k9/10aを散布した。機械によ

る条播も 2.5k9を 目標にしたが、結果は 2.8k9の播種であった。

散播が代かきの翌日になったため、圃場の表面がやや堅く、土壌に埋設され

ず浮き苗が目立った。

(2)生育、収量構成要素および収量

生育は順調であった。また、 3回の台風や 9月 の長雨にもかかわらず倒伏は

少なかった。

収量は、散播区で41k9/a、 条播区で46k9/aと散播区でやや少なかった。

散播区、条播区ともにゴ当たり籾数が少なかったため、 1穂籾数を多くするこ

とで、増収が図れるものと思われた。そのためには、穂肥の施用時期と施用量

について検討する必要があると考えられた。

全刈り収量は、条播区で 450～ 460k9/10aであった。
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試験

区

株 数

株/ご

穂 数
本/ぱ

株当穂数

本/株

得  長
0血

穂  長 全 重
k9/a

籾 重
k9/a

籾 /藁 倒伏程度

0-5
紋枯病

0-5

散播

条播

59

62

331

304

5.6

4.9

74

77

18.4

18.3

122

131

49.5

57 9

0 68

0.79

2

1

2

1

3.調査結果の具体的数字

第 3表 三田市における生育および障害程度

注)株数は、刈り取り区で 1粒から出芽 。生育したと思われる株数を数えた。
穂数は収量調査分の茎数から算出した。

第 4表 三田市における調査圃場ことの収量構成要素および収量 ヽ

注)検査等級は兵庫食糧事務所社支所調べ

4.今後の課題 題題

条播栽培、散播栽培とも移植栽培並の収量を安定して得るためには、倒伏の回

避と目標収量を得るための収量構成要素を達成する肥培管理法の確立が要求され

る。そのためには以下の課題について検討する必要がある。

① 適応性品種の育成並びに選定 (耐病虫性、耐倒伏性、好発芽性、作期と出穂  .、_

期。成熟期、収量性 等)

② 出芽 。苗立ちの安定化 (散播栽培、麦跡 等)

0 散播栽培における均一播種、過剰分げつの抑制、耐倒伏性の付与

0 ヒメトビウンカ、イネミズゾウムシに対する省力防除薬剤の選定・登録

⑤ 倒伏回避技術 (播種法、播種量、施肥法、水管理法 等)

⑥ 収量向上のための肥培管理法の確立 (播種法、播種量、施肥法、水管理法等
による登熟籾数の増加)

⑦ 理想的生育相の解明と生育診断・予測技術の確立
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試験

区

粗玄米重

k9/a

精玄米重

kg/a

屑米重

k9/a

穂 数
本/ピ

1穂粗数

粒

ご当靭数

x100

登熟歩合

%

千粒重 理論収量

k9/a

検査

等級

散播

条播

40.7

47 7

40.5

46.2

0.2

15

331

304

67

67

222

234

22.6

22.5

41.2

43.6

2中

2上

9

82

83
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(補足説明):須藤技師

1)県下の概況

主要普及地帯では豊岡市を除き各地とも「金南風」が作付されており、県下全体

では約 1万haの栽培面積になっている。

主要普及地帯のうち、三木市は機械播 (条播)を主体にして事業化されている。

豊岡市は連体田植の地帯で「コシヒカリ」に作付が集中し、カントリーの利用拡大

を目的としている。五色町では育苗時期の労力競合を避けるために導入 しており、

福住西町では町内全水田に散播が導入され、周辺の集落へも拡大の傾向がある。

2)福住西町について

縞葉枯病の多発を避けるため、出芽苗立を移植時期に合わせる。播種は 2回の重

複播種を行い均一に播く。

施肥は個別に各農家が行う。

除草は播種後 7～ 10日 (芽が出た頃)に ブッシュ粒剤を散布。薬害らしい生育抑

制の微候があったが回復 した。

水管理は落水状態となって雑草が残らないように湛水した。

出芽数はポ当たり30～ 40本程度であったが、台風、長雨、紋枯病等により倒伏が

多発した。

収量構成要素の目標値に対する適苗立数、生育経過を明確にすることが必要であ

る。

播種は落水状態で行い、早期落水 (中干し)、 有効茎歩合向上のため過剰分げつ

を抑制する施肥法等の検討が必要と思われる。

3)三田市について

使用した「あじまる」は、「日本晴」よりやや晩生の偏穂重型品種であるが、一

穂籾数が少なくなって総籾数が不足し低収であった。倒伏回避等の安全性を重視 し

すぎたと思われる。

4)今後の対応

誰でも、移植栽培並の安定した収量が得られる技術を確立 したい。

ι
_ヽ
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4.討議の要点

1.生育経過と生育量

○移植と比較し、最初の 1カ 月の生育量の差が苦になる。 (福井 )

〇全般に生育量の不足が多いようにみられるが、「コシヒカリ」の特徴を発揮さ

せる適切な生育量・生育経過を明確にすることが大切である。

○直播適品種の特性として重要なのは、低温出芽性、初期伸長性、耐倒伏性、根

の伸長性等と考えられる。

○登熟条件 (特に日射量)の影響が大きい。

○播種密度50～ 150本 /ど では最高分げつ期頃には生育量の差は認め難く、収量

も同程度になることが多くみられるが、茎数の推移や個体当たりの乾物重は異

なる。

2.水管理

○一日で入水、播種した。播種後の水のかけひき、その後の早期落水等について

検討すべきことが多い。 (兵庫)

○散播の場合、入水して即日の代かきでは良い仕上げは難しい。

○代かき直後播種すれば種糎が 5皿位被覆される。この土を落ち着かせるため落

水状態のままとする。完全に排水するため溝切りを行う。 溝切 りは トラクタ

(30 PS以下、 20 PS程度がよい)で行う。溝が埋め戻されないように、土が

適度の硬さになった時にトラクタを入れる。土性にもよるが代かき播種後 2～

3日 が目安である。30m幅の圃場であれば 3往復位の間隔が適当である。土と

籾が落ち着くまで落水状態のままとし (普通 2～ 3日程度)、 その後入水して

出芽したらプッシュ粒剤を散布する。散播の場合は、このようにするのが出芽

苗立の安定に効果的であると考えられる。

○タコ足の防止には濁り水状態での播種がよい。その場合、後で固めることが必

要。日干しをする場合は根の出るタイミングに合わせて行う。

○機械播の苗立安定には播種時の土の硬さとの関係が重要である。また、代かき

のねりすぎ (特に枕地)に注意する。

○移植に比ベー穂糎数が少なく総籾数が確保されていない例が多い。適切な水管

理と施肥法を確立 し、生育中期の生育調節 。制御によって有効茎歩合を向上す
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ることが必要と考えられる。

○収量性を安定させるため転び倒伏、浮き苗、タコ足等の防止が必要であるが、

中干しだけでは難しいので初期から生育途中の水管理が重要である。

ブII

福住西町調査圃場概略図

Ⅳ
44>

t

t
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B 湛水土壌中直播栽培 (散播)の水管理に関する試験 (平成 3年度)

I 茨城県農業試験場

課題名 :直播 (散播)の水管理が出芽・苗立ならびに生育・収量・倒伏程度に及ぼ

す影響

目 的 :茨城県では直播栽培技術をすでに普及に移しているが、生産現場では出芽
・苗立が不安定なこと、倒伏しやすい等の理由で平成 3年度において作付

面積がわずか 6.l haに すきない。そこでこれらの対策として播種直後の水

管理が出芽・苗立と倒伏程度に及ぼす影響を明らかにする。

1.試験研究方法

1)試験場所 :水戸市田谷、沖積細粒グライ土

2)供試品種 :キ ヌヒカ リ

3)播 種 期 :5月 10日

4)播 種 量 :乾糎 0.4k9/a

5)試験区の構成 :

播種後の水管理 (1)播種後 3日 間落水

(2)播種後 3日 間落水十入水+出芽後芽干し2日 間

{3)播種後入水十芽干し……標準区

1区50ピ、 1区制

参考として、隣接田の同一作期の稚苗区 (5月 10日植)と 、同一生育ステージ

の稚苗区 (5月 25日 植)を設けた。

6)種子の予措及び播種方法 :種子は比重 1.13で塩水選し、消毒浸種後、ハ ト胸に

催芽 した種子をカルパー16粉粒剤でコーティング (1:2)し た。播種は代

かき 1時間後に手で播種した。なお、参考の移植区は常法に従って育苗した

2.2葉苗をご当たり22.2株 /ポ、 5本植えとした。

7)耕種概要 :直播の基肥窒素量は 0.45k9/a、 稚苗が 0.9k9/a、 穂肥は出穂前
25日 窒素、カリを各 0.4k9/a施用した。

8)乾物重の調査方法 :直播は50× 50cmの木わくを圃場に埋没し、苗立数 200本/ピ

に調整区を、稚苗 (5月 25日 植区)は 22.2株 /壼、 5本 /株の試料を各々の
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t

所定の時期に抜き取り調査した。

2.結果および考察

1)出芽 0苗立と播種深度

(1)播種後の気温は平年よりやや高めに経過 したため、播種後 4日 目に出芽が認

められ、同 7日 に出芽揃いとなった (第 1表 )。

(2)苗立数は播種後 3日 間落水および同芽干区が標準区より6～ 9%ま さった。

苗立状況についてみると、たこ足状の個体は播種後 3日 間落水+芽千区でやや

高く、浮苗はいずれの区も認められなかった。播種深度は播種後 3日 間落水区

が標準区より深目となり、目標の l cmに ちかづいた (第 2表)。

(3)除草剤 (ピラブレート粒剤)の散布時期の違いによる雑草の発生は、播種後

3日間落水後入水して処理した場合でも標準区並みの効果が認められた。

2)本田の生育

(1)草丈は播種後の水管理による差が認められなかった。茎数は苗立数の多い播

種後 3日 間落水区が標準区より生育初期から分げつの発生が旺盛で、最高分げ

つ期には 1000本 /ピ以上となり、やや過繁茂気味に推移した (第 3表 )。

(2)直播の乾物重の推移を同一生育ステージの稚苗と比較すると、播種後―幼穂

形成期まで稚苗がややうわまわったが、出穂期一成熟期にかけて直播の乾物生

産速度がややまさる秋まさり的な生育となり、乾物重も増加した。一方、同一

作期の稚苗との比較では出穂期まで稚苗がまさるものの、成熟期では直播がま

さった (第 4表、第 1図 )。

直播の最大葉面積指数は出穂期 6.4で、同一生育ステージの稚苗とほぼ同程

度となり、同一作期の稚苗より大きかった (第 5表)。

(3)直播の根の時期別分布は、播種後30日 では稚苗より田面から深さ 5 cm以下の

割合が多かった。播種後50日 の最高分げつ期になると深さ15cm、 出穂期で30cm

まで根の伸長がみられ、うわ根の形成も稚苗並みに形成されており、その分布

割合はほぼ稚苗にちかかった。また、直播は稚苗より白い健全根の多くあるこ

とが観察された (第 2-4図 )。

これらの結果と条播より根の活力が高いことが認められている
1)こ
とから、
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直播は稚苗と同程度に穂肥の窒素利用率の高いことがうかがえた。

3)収量ならびに収量構成要素、倒伏程度

(1)玄米の最高収量は、播種後 3日 間落水区の 71.5k9/aで標準区よりやや増収

した。また、直播は同一作期および同一生育ステージの稚苗より4～ 8%増収

した。これらは主に直播のほうが千粒重、登熟歩合などの登熟度が高いことに

起因した (第 6表 )。

(2)倒伏程度は播種後 3日 間落水区および同芽干区が標準区より明らかに少なか

った (第 5-6図 )。 倒伏に関係する得長、下位節間には処理間の差がみられ

ないことから、播種深度の深いことが稲体の支持力を高め、倒伏の軽減につな  、、
がったものと考えられる。

以上のことから、播種後 3日 間の落水処理は出芽・苗立を良好にすると同時に播

種深度を安定させ、さらに成熟期における倒伏程度の軽減により安定栽培が期待で

きるものと思われる。

(引用文献)

狩野幹夫・酒井 一 :水稲の湛水土壌中直播栽培に関する研究、第 5報 散播栽培

における生理生態的特性と窒素の施肥法 日本作物学会関東

支部会報第 5号  1990
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3.主要成果の具体的数字

播種後

第 1表    播種後の気象

日数

日照

時間 (分 )

t

563

126

411

641

293

１

２

３

４

５

平均

平年値

487

489

６

７

８

９

０

0

525

平均

平年値

585

495

第 2表  初期水管理が苗立数・播種深度に及ぼす影響

気  温  (℃ )
日平均 最高 最低

16.3

2.

2 16。 9

10.6

14.7

12.7

11.2

11.5

23.4

21.2

12.2

12.2

23.5

21.4

26。

22.

1

＼_

試験区

苗立数

(本/m2)

たこ足状   浮遊個体数
個体 (本/m2)(本/m2)

播種深度

(mm)

播種後 3日落水区

同上 + 芽干区
標 準 区

±36.0

±40.9

±17.8

16.8± 12.1

5.3± 7.5

7.0± 9.9

7.3± 4.5

8。 2± 2.5

5。 2± 2.7
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試験区

第 3表  生育期の草丈・茎数・葉色の推移

草 丈  (cm)
30日  40日  50日  60日  70日

苗立数

(本/m2)

播種後 3日落水区

同上 + 芽干区
標 準 区

29.0

21.1

29。 2

32.5

33.8

32.7

46.2

44.2

45.6

52.3

54.8

227[ヒ 141

233二L168

166[L144

茎 数 (本/m2)
30日  40日  50日  60日  70日

葉 色
穂首分化期

播種後 3日落水区

同上 十 芽千区
標 準 区

734

725

462

906

1006

781

863

743

741

4.8

4.1

4.2

t

t

第 4表  乾物生産速度の変化 (g/m2/日 )

苗 質 移植後

30-50[]

穂首分化期

一出穂期

出穂期一

成熟期

直播

稚苗 (同一作期)

稚苗 (同一生育ステージ)

12.6

14.5

13.8

19.4

20.2

20.1

14.7

16.4

13.4

注)苗立数200本/m2の数字

第 5表 葉面積指数の変化

質苗 移植後

30日

同

50日

同

70E]

出穂期  成熟期

「

~~

直播

稚苗 (同一作期)

稚苗 (同一生育ステージ)

4.4 6.4

5.9

6.5

一
　

　

一

注)苗立数200本/m2の数字
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苗質  試 験 区 得長

(cln)

穂長

(cm)

穂数

(本/m2)

わら重 籾重

(kg/′ a)

籾/
わら(k2′′

/
a

播種後 3日落水区  81  17.2 644(606)
直播 同上 + 芽干区  79  17.1 646(581)
_____標_姿…区______■ 2_……lo=f___p即 _(Q24_た
移植 5月 10日移植区   83  17.0  493

民 日 ,1

87.5

83.6

90.6

87.8

84.3

0。 99

1.01

0.96

1.13

2

74.6      84.3

R, 500 77 R R4 5 1 0q

苗質  試 験 区 玄米重

(k文/a)
千粒重

(jて)

一穂 m2当 り籾数 m2当 り登熟
籾数  (万粒 ) 籾数 (万粒)

播種後 3日落水区

直播 同上 + 芽干区
___標 _豊 _区
移植 5月 10日移植区   66.1

ス 日 ,R

22.1    60    3.64

22.7     61     3.54

21.9     59     3.68

21.4     70     3.45

,1 1     7,     R An

71.5

70.6

68.5

3.24

3.19

3.13

2.92

, A,8R 7

苗質  試 験 区   登熟
赤 合 (%)

倒伏程度

(0-5)
登熟

度

播種後 3日落水区

直播 同上 十 芽千区
______標…姿…区______
移植 5月 10日移植区
5月 25日移植区

89

90

85

85

19.6

20.5

2.8

2.0

4.318. 6

18.2

16.77 8 0

笛 7車   怖 田 三

節  程 長  (cm)
試験区 1節間 第 2節間 第 3節間 第 4節闇 第 5節間 第4+5節間

播種後 3日落水区

同上 + 芽干区
標 準 区

14.2

13.0

13.8

34.3

34.4

33.3

18.9

18.3

19。 7

8.9

8.8

8.7

1.1

1.7

2.0

10.0

10.5

10.7
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【参考】

生育中期の落水処理による生育制御に関する試験

表1   落水時期が草丈 。茎数に及ぼす影響

試験区

(落水時期)

言訂 :丈| (cm)

30・ 40 50 60
茎 数 (本/m2)
30 と10 50 60

苗立数

(本/m2)

t

5葉期
6葉期
7葉期

21.8

22.2

22.1

33.7

35,7

36.8

1  62.2

6 58.5

5  60.8

187

235

218

602

831

818

910

1106

1099

1133

1198

1113

1110

1()53

1()82

注)*の数字は,播種後日数

表2  生育中期の水管理と生育 。収量・収量構成要素

試験区 稗長

(cm)

穂長

(cm)

穂数

(本/m2)

わ ら重

(kgン//a)

籾重

(kg///a)

籾/
わら

玄米重

(kg//a)

5葉期落水
6葉期落水
7葉期落水

78

76

75

18.1

17.3

17.4

551

647

599

87.2

106.4

105.3

72.5

90.0

83.5

0.93

0.85

0。 79

59.3

73.8

67.1

試験区  千粒重 一穂籾数 登熟歩合 倒伏程度
(g)  (粒)   (%)  (0-5)

」

ヽ

5葉期落水
6葉期落水
7葉期落水

67

63

59

83

87

80

2-5

3-5

5
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II。 兵庫県中央農業技術センター

農業試験場 作物部

課題名 :湛水直播栽培 (散播栽培)における水管理

湛水直播栽培,特に代かき散播栽培時における倒伏軽減のための初期の水管理に
ついて検討する。

目的

6)

7)

8,

9)
10)

１

２

３

４

５

供試圃場 :兵庫県中央農業技術センター内,沖積・壌土,減水深  l cm/日
供試品種 :あ じまる

代かき: 6月 10日
播 種 : 6月 10日
播種量 : 2.5kg/10a(乾籾),カ ルパー16を乾籾の2倍量粉衣
播種方法 :散播 (手播き)

播種時の水管理 :播種直後に3-8 cm入水区と,落水状態のままの区を設けた。
芽干し: しない
除 草 : 6月 17日 に,プ ッシュ粒剤 17を 10a当たり3 kg散布
溝切り: 6月 21日 に, 4WDト ラクタ (16PS)で lm間隔の溝 2本を10mに
2組設置

早期落水 :7月 3日 -11日 (主稗葉数 5-6葉 )
施肥法 : kg/a

成分  基肥 (6月 7日)追 肥 (7月 29日 )穂 肥 (8月 13日)  合計

`ヽ_

11)
12)

N
P205
K20

0. 1

0

0。  1

0。  3
0

0. 3

８

４

８

０
）

Ｕ^
・　
ＡＵ

４

　

４

４

ｎ
ｖ
　

Ｕ^

　

Ｕ^

13)規 模 : 1区 0.5a, 2反復

1.試験方法

、ヽ_
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2.作業体系

1区 入 。落

2区 入 。落

3区 落 。入

1

｀  4区 落・落

代

か

き

落水

落水

落水

落水

入水 = = 中
除
　
　
草
　
　
剤
　
　
散
　
　
布

入水

入水

干

し

3.試験結果

(1)播 種作業
代かきの翌日播種であった。播種時には表面水を強制的に落水した。水は圃場
の中央部のやや低い部分に少し残る程度であった。

圃場が5aであったため手播きした。やや播きムラがみられた。
播種後入水区は,播種当日3-8 cmの深さに入水した。

(2) 出芽
出芽数と初期生育 (草丈,茎数)については表 1に示した通りである。
播種後入水区と落水区の出芽数はm2当たり64-66本で,差はなかった。乾籾
2.5kg/aの播種量であることから考えると,播種粒数はm2当たりおおよそ80-
90粒になり,出芽率は72-81%と 計算された。
出芽速度は順調で,播種後 3日目には出芽が, 7日 目には苗立ちが確認できた。
播種後入水区,落水区とも浮き苗数はわずかであったが,入水区の方がやや多
かった。平均出芽深は,播種後入水区,落水区ともほぼ2 cmで差がなく,播種粒
数の30-50%は 2-10mmの出芽深が得られが,約 50%は出芽深 O mmの表面からの
出芽で, これらの苗の多くは「たこ根」になったと思われる。

管理溝の設置は,播種後10日目になった。播種後落水区の田面はやや固く,作
溝後溝肩が盛り上がった。入水区では問題なく作溝できた。

除草剤は,播種後 6日目であった。除草剤処理時の出芽苗の葉数は1.0-1.7葉
(不完全葉を含む)であったが,水稲に薬害はなく,生育初期の除草効果も良好
であつた。しかし,早期落水後は,ノ ビエ,タ カサプロウ,ク サネム,カ ャッリ
グサなどが発生し,中干しの頃にはこれら雑草の発生量,草丈とも大きくなった。
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(3)生 育および障害
本年は,最高気温は平年よりやや低め,最低気温はやや高めで昼夜温較差が少

ない気温経過をたどり,日照時間は少なく,降水量も多い年であった。稲の生育
は,表 1に示した。生育の初期の分げつ発生は,播種後落水区の方がやや多かっ

たが,その後ほとんど差は見られなくなった。早期落水は,落水処理後の分げつ

発生を促し,最高茎数を多くし,1最高分げつ期の時期を早めた。しかし,その後

の淘汰茎も多く,結果として有効茎歩合を低下させた。一方,早期に落水しなか
った区は,分げつ発生が落水区より緩慢で,最高分げつ期も8月上旬と落水区よ

り遅くなった。また,発生分げつの有効化茎も多く,有効茎歩合は高かった。
9月 27日 に台風19号が接近し強風が吹いたが,降雨がほとんどなかったため ,

倒伏程度は微―中程度で,中程度の倒伏も湾曲型の倒伏であった。

(4)収 量,収量構成要素
収量および収量構成要素を表 3に示した。a当たり精玄米重は,44-47kgで ,

播種後入水区より落水区,早期入水区より落水区がみかけの収量がやや多くなっ

た。穂数も収量と同様で,播種後落水区で多くなった。一穂籾数 ,登熟歩合およ

び千粒重の収量構成要素については差がなかった。穂数は,播種後落水区および

早期落水区で生育初期からの分げつ発生が多かったため,有効茎歩合の低下にも

係わらず多くなった。しかし,収量,穂数とも統計的な有意差はなかった。

4.具体的数値

表 1   出芽数と生育経過

ヽ
、ヽ_

処理区 出芽数 出芽深 _Z■2旦
草丈 茎数

/m2  mm   釧 /m2

璽 22日

草丈 茎数
cm  //m2

z』 29_旦

草丈 茎数
側 /m2

8』 12日

草丈 茎数
cm  /́′m2

播種入水 64

66

2.1

1.9

23

23

118,     43   5()3     55   478

136     45   495     57   511

42   424     54   465

6   574 524

71

73

524

506

早期入水

早期落水

72

72

559

471

入

落

入

落

入

入

落

落

43   424

44   582

41   424

49   566

53   466

57   490

54   464

59   558

72

70

72

74

586

462

532

480

注)出芽数および茎数は,50cm X 50c:|の 区画内で継続調査した。出芽深は,出芽苗を

抜き取って調査した。
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表2  出穂期・成熟期・有効茎歩合および障害程度

処理区 出穂期
______週_旦

成熟期  繹長
昼_日___鯉

穂長  穂数  有効茎  倒伏程度
_≦ュ__∠工 ___上全二2:LO壺堅立三:II:二玉出 _

播種入水 8.27

27

10,10

10

21.3

21.2

21.4

2

76           2.r〕

83           0.5

87           1.5

72           1.0

8.27   10.10

27      10

8.27   10.10

27      10

27      10

26       10

６

０

・

７

９

・

６

７

８

１

一

７

６

７

７

７

７

７

８

一

441

播種落 45

48早期入水

早期落水 21.

入

落

入

盗

・

　

・

　

・

　

・

一

入
入
落
五

21.6

21.1

21.2

21.2

406

486

416

82

70

91

74

2.5

1.5

0.5

0.5

4

表 3  収量・収量構成要素および品質

処理区

全重 籾重 粗玄 精玄
米重 米重

kg/a  kg/a  kg/a kg/a

穂数 1穂 m2当
粒数 粒数

/m2   オキ X100

査

級

検

等

粒
　
　
貸

千

重

熟

合

％

登

歩

播種入水  110 57.9 46.6 44.1 302 88
播種落水__]却_■1,■ __49.4__4■ ■_35_1___睡

早期入水  113 58.9 47.1 44.4 320 88
早期落zК___11■ _■Q.■ __4Q.0_45郎 ___β■3____鐘

入 。入  108 56,7 45,2 43.3 294 90
入 。落  113 59.2 48.1 44.9 311 87
落 。入  118 61.2 49.0 45.5 347 85
落 。落  122 62.3 49.9 4塁,7_355 87

266    79   21.3  1上

__302___78__■ L_3__1_中 _
282  79 21.3 1_上
290    78   21.3  1 史_

265    80   21.3  1_11

271    78   21.4  1_上

295    78   21.3  1「 |二
:

_11廷L_____ヱ【L___1と1.」≧___1_ELL_
注)穂数は収量調査用に刈り取ったものから算出した。検査等級は兵庫食糧

事務所社支所調べ
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5.総合考察

本年の結果から,湛水直播栽培時の初期の水管理については次のように結論できる。

(1)播種後落水状態を保つことで,目だった苗立ち向上効果は期待できないが浮き苗
防止にやや効果があると思われた。

(2)本試験では,播種後落水状態を保った場合と入水した場合との出芽深の差はなか
った。出芽深には,代かきの程度や代かき後播種までの時間,土壌の種類などの影
響が大きいように思われる。また,表面から出芽した場合には「たこ根」になりや
すいと思えた。

(:3)圃場に亀裂が入るまで早期落水 (早期干し)した場合 ,その後の除草効果が劣っ
た。除草剤の体系処理や長期持続型の薬剤が望まれる。

(4)圃場の管理溝は,播種後数日程度で作溝する方が望ましいと思えた。 1週間-10
日程度 ,しかも落水状態で経過すると,田面が固くなり溝肩が盛り上がってきた。
(5)倒伏は,播種後落水状態を保ったり,早期に落水する「早干し」で効果があった。
しかし,落水の程度に左右されることと,除草効果,生育経過を含めて考える必要
があると思われる。

(3)播種後落水状態を保ったり,早期に落水したりすることで,生育初期から分げつ
発生が旺盛 |こなり,有効菫歩合が低下するおそれがある。播種量,施肥量などを含
めて検討する必要があると思われる。

1

ヽ

t
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